
橘

雄

介

議
員
（
市
民
の
眼

）

な
課
題
。有
機
食
材
は
困
難
。

市
民
参
画
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ケ
ア
が
重
要
な
時
代
。

元
気
な
中
高
年
層
が
地
域

で
貢
献
で
き
る
様
、
地
域
福

祉
計
画
で
住
民
の
自
主
的
な

地
域
活
動
の
支
援
を
。
小
学

校
区
毎
の
地
域
予
算
化
と
公

益
活
動
推
進
支
援
を
。

総
務
部
長

市
民
の
公
益

活
動
法
人
は
非
課
税
。

福
祉
部
長

地
域
福
祉
推

進
は
市
民
参
画
と
地
域
全
体

で
の
仕
組
み
が
大
切
。
行
政

の
連
携
と
支
援
策
を
検
討
。

同
志
社
と
の
包
括
協
定

後
の
体
制
と
折
衝
と
取
組
み

財
政
計
画
を
明
確
に
し
、

行
財
政
改
革
と
事
務
事
業
総

点
検
を
積
極
的
に
行
い
、
職

員
減
員
と
給
与
、
手
当
の
見

直
し
、
指
定
管
理
者
、
市
民

協
働
事
業
、
行
政
パ
ー
ト
ナ

ー
採
用
等
を
実
施
せ
よ
。

総
務
部
長

財
政
見
通
し

は
、
年
間

億
円
の
建
設
費

と
し
て

年
間
で
約

億

円
、
基
金
で
充
填
し
て
も

億
円
の
財
源
が
不
足
す
る
。

市
長
公
室
長

行
政
改
革

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検

討
。
職
員
定
員
や
給
与
等
も

行
革
推
進
委
員
会
に
諮
問
。

学
校
給
食
と
市
内
の
農

と
食
の
再
生
に
具
体
策
を
。

農
業
の
実
態
を
把
握
し
、

農
地
保
全
と
地
産
地
消
策
、

給
食
で
の
食
育
と
有
機
食
材

の
提
供
等
、
行
政
、

、

農
業
者
、市
民
と
懇
談
会
を
。

経
済
環
境
部
長

農
家
と

生
産
減
少
を
懸
念
。
地
産
地

消
は
朝
市
等
支
援
。
食
育
懇

談
会
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

教
育
部
長

食
育
は
大
切

生涯学習センターに建て替えの
計画がある中央公民館

で
具
体
的
な
積
極
策
を
。
各

課
提
案
の
協
働
企
画
や
新
た

な
企
画
、
テ
ー
マ
、
予
算
、

人
的
連
携
と
問
題
点
は
。

総
務
部
長

連
携
推
進
協

議
会
で
整
理
し
協
議
中
。
、

月
に
市
民
、
学
生
交
流
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
。

小
中
学
校
の
学
習
活
動

支
援
策
は
。
教
材
や
総
合
的

学
習
、
部
活
動
等
の
備
品
や

経
費
予
算
は
。
住
民
の
学
校

サ
ポ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
。

教
育
部
長

教
材
、
備
品

は
消
耗
費
、
備
品
費
で
。
講

師
経
費
や
部
活
動
の
備
品
購

入
費
、対
外
活
動
費
も
補
助
。

学
校
サ
ポ
ー
ト
は
地
域
毎
に
。

金
管
バ
ン
ド
は
学
校
外
活

動
の
た
め
予
算
化
出
来
な
い
。

第
三
次
行
政
改
革
は
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に

行
わ
れ
る
べ
き
。

基
本
方
針
に
つ
い
て
市
長

の
考
え
は
。

第
二
次
行
革

松井山手駅に停車中の電車

の
ま
と
め
は
。

市
民
参
画

と
情
報
公
開
で
す
す
め
る
べ

き
。

総
務
省

新
地
方
行

革
指
針

は
地
方
自
治
の
原

則
を
踏
み
に
じ
る
も
の
。
市

の
見
解
は
。

市
長

市
民
の
立
場
を
踏

ま
え
効
率
的
で
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
総
合
計
画
実
現
に

向
け
、
新
た
な
行
政
運
営
の

仕
組
み
づ
く
り
と
財
政
の
健

全
化
を
重
要
課
題
と
す
る
。

助
役

第
二
次
行
革
は
六

つ
の
目
標
で
進
め
て
き
た

が
、
時
期
的
、
具
体
的
な
こ

と
な
ど
大
き
く
踏
み
込
む
も

の
と
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た

経
費
削
減
は
あ
っ
た
が
財
源

確
保
の
視
点
が
な
か
っ
た
。

市
民
参
画
は
考
え
て
い
な
い
。

推
進
委
員
会
の
議
事
録
は
公

開
す
る
。

新
地
方
行
革
指

針

は
国
の
考
え
と
し
て
参

考
に
す
る
が
、
市
に
あ
っ
た

行
革
を
す
す
め
る
の
で
あ

り
、こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
。

西
日
本
に
対
し
、

学
研
都
市
線
全
線
に
最
新
型

設
置
、
脱
線
防
止
ガ

ー
ド
の
整
備
促
進
、
同
志
社

前
駅
ホ
ー
ム
の
延
長
等
、
安

全
対
策
の
抜
本
的
強
化
を
市

と
し
て
申
し
入
れ
る
べ
き
。

市
長
公
室
長

市
長
が
片

町
線
複
線
化
促
進
期
成
同
盟

会
会
長
と
し
て

西
日
本

に
安
全
対
策
を
申
し
入
れ
る
。

同
志
社
前
駅
の
ホ
ー
ム
延
長

を
含
む
全
面
的
な
改
修
整
備

は
引
き
続
き
要
望
す
る
。

松
井
ケ
丘
幼
稚
園
の
、

送
迎
時
の
車
の

タ
ー
ン
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
と
、
駐
車
場

設
置
を
求
め
る

教
育
部
長

幼
稚
園
正
門

よ
り
東
側
の
通
用
門
を
開
け

て

タ
ー
ン
で
き
る
よ
う
整

備
す
る
。
ま
た
安
全
対
策
と

し
て
道
路
に
横
断
歩
道
な
ど

白
線
を
引
く
。
駐
車
場
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

山
手
東
、
松
井
ケ
丘
方

面
か
ら
大
住
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
抜
け
る
遊
歩
道
な
ど

の
整
備
を
。

福
祉
部
長

新
た
な
道
路

整
備
は
考
え
て
い
な
い
。
バ

ス
に
よ
っ
て
利
用
者
の
利
便

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

山

下

勝

一

議
員
（
自
民
緑
政
会

）

青

木

綱
次
郎

議
員
（
共
産
党
）

【
５
月
】

９
日

幹
事
会
、
総
務
常
任
委
員
協
議
会

日

議
会
運
営
委
員
会

日

第
１
回
臨
時
会

役
員
改
選

日

第
１
回
臨
時
会

役
員
改
選
、
議
案
上
程

日

山
形
県
天
童
市
議
会
視
察
来
庁

日

京
都
府
市
議
会
議
長
会

日

全
国
市
議
会
議
長
会

日

議
会
運
営
委
員
会

【
６
月
】

２
日

議
会
運
営
委
員
会
、
幹
事
会

６
日

第
２
回
定
例
会

議
案
上
程

日

第
２
回
定
例
会

一
般
質
問

日

第
２
回
定
例
会

一
般
質
問

、
幹
事
会

日

第
２
回
定
例
会

一
般
質
問

日

建
設
経
済
常
任
委
員
会
・
協
議
会

日

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
・
協
議
会

日

総
務
常
任
委
員
会
・
協
議
会

日

第
３
次
総
合
計
画
特
別
委
員
会
、
幹
事
会

日

第
３
次
総
合
計
画
特
別
委
員
会

日

第
３
次
総
合
計
画
特
別
委
員
会
、
幹
事
会
、

議
会
運
営
委
員
会

日

議
会
運
営
委
員
会

日

総
務
常
任
委
員
協
議
会
、
幹
事
会

日

第
２
回
定
例
会

議
案
採
決

【
７
月
】

６
日

広
報
編
集
特
別
委
員
会
（

、

日
）

日

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

（
以
上
主
な
も
の
）

ファミリーサポートセンターの啓発ポスター

れ
開
設
さ
れ
た
こ
と
は
評
価

す
る
。
会
員
数
や
活
動
件
数

も
順
調
に
推
移
し
て
い
る
と

見
受
け
ら
れ
る
が
、
子
育
て

環
境
に
優
し
い
ま
ち
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
た
め
更
な
る
会
員

増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
同
事
業
に
補
助
金
制
度

を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長

本
事
業
は
市

民
相
互
の
援
助
と
い
う
趣
旨

を
踏
ま
え
、
ま
ず
会
員
数
の

増
、
特
に
援
助
会
員
数
の
増

加
を
図
る
た
め

活
動
の

充
実
強
化
を
図
っ
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

助
役

当
分
は
受
託
先
の

法
人
と
も
連
携
を
保

ち
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め

て
行
く
考
え
で
あ
り
、
今
の

と
こ
ろ
助
成
制
度
の
創
設
は

考
え
て
い
な
い
。

員
の
意
識
高
揚
や
、
対
応
能

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

震
災
発
生
時
に
道
路
や

鉄
軌
道
を
跨
ぐ
水
路
橋
の
崩

壊
が
心
配
さ
れ
る
。
耐
震
対

策
等
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

建
設
部
長

水
路
橋
の
地

震
対
策
等
は
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
震
災
時
や
水
害
時
の

対
策
を
河
川
管
理
者
で
あ
る

京
都
府
に
要
望
し
て
い
く

子
育
て
支
援
策
の
一
つ

と
し
て
こ
れ
ま
で
提
唱
し
て

き
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
が
、
昨
年

月
に

法
人
に
委
託
さ

危
機
管
理
に
つ
い
て

危
機
管
理
監
の
所
掌
事

務
、
事
務
状
況
、
関
係
部
局

と
の
連
携
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
部
長

市
民
生
活
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
災
害

や
事
故
な
ど
に
迅
速
な
対
応

を
す
る
こ
と
。
現
在
本
市
の

危
機
管
理
体
制
の
あ
り
方
を

検
討
し
、
関
係
機
関
、
部
局

と
の
連
携
で
危
機
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
策
定
に
取
り
組
む
。

自
治
体
業
務
に
従
事
す
る

職
員
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
危
機
管
理
意
識
が
求
め

ら
れ
る
。
事
務
の
円
滑
な
推

進
と
資
質
向
上
に
寄
与
す
る

職
員
の
危
機
管
理
意
識
の
養

成
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長
公
室
長

職
員
の
自

覚
あ
る
対
応
が
、
市
の
事
務

事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
り

リ
ス
ク
管
理
や
危
機
管
理
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

職
場
研
修
や
派
遣
研
修
な
ど

を
工
夫
、
活
用
し
な
が
ら
職

子
育
て
支
援

事
業
の
拡
充

年（平成 年） 月 日




